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１．研究の背景と目的 

我が国の人口は，平成 22 年から減少傾向にある 1）。そ

の一方で，総住宅数は増加しており，全国的に空き家率

は増加傾向にある注 1）。 

また，国東市の人口も減少傾向であり（図 1）2），人口

減少とともに，増加する空き家を問題視した同市は，平

成 22 年に空き家バンク登録制度を施行した。空き家バン

クを利用して国東市に移住を行った移住者の数は，制度

施行直後は増加傾向にあった。さらに，平成 22 年以降に

古家注 2）活用事例 16 件のうち 10 件が活用されている。ま

た，国見町伊美地区のギャラリー通り（図 2）周辺では，

年に 2 回，古家を活用して【国見町工房・ギャラリーめ

ぐり】が行われている。これは，移住者と地域住民によ

る任意団体の「くにみアートの会」の主催である。さら

に，移住者と地域住民の交流会なども行われており，古

家と空地を活用して，移住者との交流を図ることで，空

き家問題解決の一助になっていると推察できる。このよ

うな，官民双方の空き家活用の取り組みが確認できる地

域の実態を明らかにすることは，他地域での古家・空地

活用に関する有益な知見につながると考えられる。 

 そこで本稿では，同地区の民間による古家・空地活用

手法の実態を把握し，その傾向を明らかにする。 

２．研究の方法 

前稿その 13）では，古家活用者へのヒアリング調査から，

古家活用に関する取り組みの年表を作成し，その変遷を

明らかにした。そこで本稿その 2 では，古家・空地活用

分布図により，伊美地区の古家・空地活用事例の分布や

傾向を把握し，古家活用連携体制図により古家活用事例

の活用手法の傾向を明らかにする。 

３．研究対象地域における古家・空地活用事例の実態 

３-１ 古家・空地活用事例の分布 

 前稿その 13）では，古家活用者へのヒアリング調査から

古家活用に関する年表を作成し，取り組みの変遷を，「開

拓期」「進展期」「展開期」という 3 つの期間に分類した。 

図 3 では，活用されている古家が，どの期間に施工さ

れたのかを示している。「開拓期」に活用が始まった古家

はギャラリー通り沿いに 3 軒分布している。「進展期」に

なると，ギャラリー通り沿いに活用が広がっていること

がわかる。「展開期」には⑬の古家のように，ギャラリー

通りから離れた位置にも古家活用が確認できる。さらに，

空き家が解体されて空地となった場所を，イベントの際

に，駐車場として無償で提供していることがわかった。 

３-２ 古家活用事例の連携体制 

 全 16 事例の連携体制に着目すると，大きく 4 つに分類

することができる（表 1）。さらに，ヒアリング調査より

得られた古家活用者が感じる利点，問題点，解決方策，

今後の意向について，類型ごとの傾向を分析する（表 1）。

なお，各類型の全事例に共通する行為は太い矢印で示す。 

（1）管理委託型（3 件/16 件）①⑫⑭ 

活用者が，管理を任されている事例を「管理委託型」

とした。行政や学校法人が，NPO 団体や個人に管理委託

をしている。任意団体の事務局が設置されていたり，地

域住民と移住者との交流会も定期的に行われている。こ

のように，「管理委託型」の活用手法では，地域の活動拠

点になっている点が共通していた。利点に関しては，“地

域の交流の場となることができた”などの地域貢献がで
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図 3 古家・空地活用事例の分布 
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きていると感じている回答が複数挙げられた。このこと

から，「管理委託型」は，公益性の高い活用の場合に採用

されやすい手法であるとわかる。 

（2）一棟貸し型（7 件/16 件）②③⑦⑩⑬⑮⑯ 

活用者が建物所有者と賃貸契約を交わして，一棟全て

を借用している事例を「一棟貸し型」とした。7 件のうち

5 件は移住者が改修した古家であるため，移住者が住まう

場合に採用されやすい手法と推察できる。利点に関して

は，改修に関する回答が最も多く，活用の自由度が高い

古家では，「一棟貸し型」が選ばれていると考えられる。

問題の解決方策としては，“相談する”や“自分で修理を

行う”という回答がみられた。そのため，資金に余裕が

ある場合，修繕の協力が得られる場合，または，改修の

知識や技術がある場合に，実現可能であると考えられる。 

（3）部分貸し型（4 件/16 件）④⑤⑨⑪ 

所有者が，店舗部分のみを貸し付けている事例を「部

分貸し型」とした。店舗兼住宅の店舗は空いているが居

住している場合や，居住者がいなくとも仏壇などが祭ら

れており，一棟全ては貸せない場合などに有効であると

考えられる。利点に関しては，「一棟貸し型」よりも維持

管理費などを軽減でき，気軽に利用できるという回答が

得られた。そのため，一棟すべてを借用する必要がなく，

費用を軽減したい場合には，有効な手法といえる。 

（4）所有者活用型（2 件/16 件）⑥⑧ 

活用者が古家の所有者である事例を，「所有者活用型」

とした。利点に関しては，“友人が増えた”などの交流に

関する回答が複数挙げられた。これは，ギャラリーに改

修し，芸術イベントに参画することで，住民間の交流が

促進されたのではないかといえる。 

４．総括 

本研究は，大分県国東市国見町伊美地区を対象に，古

家・空地活用事例の分布状況，古家活用の連携体制，利

点や問題点などの傾向を明らかにした。 

伊美地区内の古家活用事例には，管理委託型，一棟貸

し型，部分貸し型，所有者活用型の 4 つが確認できた。

管理委託型では，公益性の高い活用の場合に採用されや

すい手法であることがわかった。部分貸し型は，古家活

用の初期費用や維持管理費を軽減したい場合に有効とい

える。また，一棟全ては貸せない場合にも有効であると

わかった。所有者活用型の利点に関しては，芸術イベン

トによって交流が増え，住民間の交流が促進されたので

はないかといえる。 

 

所有者

土地

建物

空き家バンク
情報提供登録

国東市

所有

改修

借⽤・利⽤ 個人

賃料

補助⾦ 土地

建物
所有者

所有・利⽤

改修

団体
ギャラリー提案

国東市
改修 管理委託

所有

所有者
改修

管理委託

管理・運営・利⽤土地

建物
個人・団体

所有者所有

店舗部分を借⽤

団体

賃料

出展料利⽤

土地

建物
店舗
部分

住宅
部分

イベント出展者

⾏動（過去）
⾏動（現在）
費⽤（過去）
費⽤（現在）
古家利⽤者

⾏政
制度

所有者

凡例

【補注】 

注1）総務省統計局の平成25年住宅・土地統計調査結果の概要2頁による 

注 2) 本研究では，多様な活用手法を明らかにするために，空き家に限らず，空き店舗の活用事例も対

象とし，空き家等の居住世帯のない住宅と空き店舗を総称して古家とする。 
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